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　国家主義者が，彼らの国家理想の達成に効果的と思われる教育機関の組織Ｋつとめている間に18
－19世紀の教育学者と教育者の集団は成長発達の法則に従った教育過程の改革に腐心していた．こ
の迎動は普通，主として精神の本質とその作用の究明に主要関心をむけていたのでPsychological
Movementと称せられている．そして，またこの運動は児童中心主義の視点に立つものであり，
児童の注意深い研究から成長発展したものである．この迎動は後の段階において特にLamarck,
Darwin, Huxleyによって発展させられた進化論（Ｔｈｅ theory of Evolution)によって顕著に刺
戟をうけたのである．この故に，この運動はEvolutionの用語によって示されるのである．しか
しながら，迎動の主要特長は，教育は外部からの成人の標準の負荷ではなくて，内部からの児童の
発達の統制であるという信条であるので，この運動の新教育迎動における重大な影響力を考えると
Developmentali smの用語の適用が望ましい．教育は発達の過程であって，環境への働きかけの結
果として個人の内部において生じるものであり，それは経験に意味を与えることによって，爾後の
経験を方向づける力を増大することである．
　教授は望ましい反応をつくりだし望ましくない反応を予防するために刺戟(Stimuli)を規整す
ることである．これらの定義は，明かに心理学上.の発達主義者の観点を示している／発達主義者
は，主として，児童と児童の発達とに関心を寄せ，その発達は児童と刺戟を与,える環境との持続的
な相互作用によってのみ結果するとみなした．この考え方の精致な体系化と充仝な意義づけは，漸
進的に多くの教育学者と実験的研究者の寄与を通して招致されたものであるが，しかしその意義は
今や殆んど普遍的に承認されている．彼ら心理学上の発達主義者は，教育課程あるいは教育機関の
組織と管理においてよりはむしろ，教授法や教員養成や健全な教育過程の改善において，大きな変
革をもたらした. J. J. Rousseau　の自然主義は「教育は個人の自然の力と傾性の自由にして抱束
されない発達の問題である」という宣言に看取されるが，この発想の中に発達主義の先駆的教育思
考を読みとることができる.
　Naturalism自然主義は「人間は性悪であり陶治教化にようて本性とは異なったものに形成され
ねばならない」とする教育観に対する顕著な反動である．自然主義は，人為的なものはすべて非難
し，文明ｲﾋされた人間社会の施設への児童，生徒の適応のための型どりを意図する試みの教育方法
に対しては否定的にして破かい的な態度をとったのである．発達主義は２つの極端な考へ方―教育
錬成論と自然成長論の教育観の修正説である．心理学的発達主義者は教育というものを，自然の成
長の過程，天賦の資質の伸張とみなすが，しかしこの発達あるいは有機的な成長は阻止されたり，
助長されたりし得るものであり，かくして自然の能力と活勁が扱われる心理学的な方法によって望
ましい方向へ導かれるものである．心理学者の研究活動は，唯物論的一元論の哲学の普及によって
顕著な影響をうけている．精神は肉体と別個のもめだとなす二元論的な概念が支配しているかぎ
り，精神現象の所説は心然的に形而上学の頷域にとどまるのである．しかし肉体と精神がーつのも
のであるという信念が成長するにつれて形而上.学的な思弁は注意深い観察と実験に道をゆづったの
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である．発達主義の主要特長の一つは観察と実験方法が確実に依拠し得る心理学原則の発見に導く
ことができるという信条である.
　19世紀の未発達主義は，すべての教育方法は，注意深い精神の科学的研究に立脚すべきであると
いう主張において科学的決定主義に結びつくこととなった，この科学的研究の結果として／近年新
しい力動的なな生物学的な心理学が教育理論と，教育実践の基底としての，旧来の能力心理学にと
ってかわったのである．
　発達主義の影響は，最初小学校にもっとも敏感にうけとめられた．心理学者は幼少児の研究と児
童の発達の主要:回り］の町月の研究にもっとも注憲を与えたのである．教育は発達の過程であったの
で，この発達の初期の段階はもっとも重大とされた．初期の成長の強訓の結果として，彼らは教育
思考と実践に関心を寄せ，初等教育への興味や関心が中等教育のそれにとってかわった．この心理
学的迎勁から結果する教育方法の改革はほとんど一世紀の間を通じて小学校に限られていたのであ
る．本論文では，もっとも注目すべき迎動の側面を以下の局面に限定して考察する.
　　( 1 ) Pestalozzianism　　　　　　　　　　　　　　l’
　　( 2 ) Herbartianism
　　( 3 ) Froeblianism
　　（4）Th child Study Movement of Ｇ. Stanley Hall
　　(,5 ) The Development　of　Modern Educational　psychology under the　leadership of
　　　　William James and Edward Lee Thorndike Johann Heinrich Pestalozzi (1746-1827)
　PestalozziはスイスのZurichに生まれたRousseauとは違ってPestalozzi　は恵まれた善良
な家庭環境で注意深く養育された. Pestalozziが５才のとき，未亡人となった彼の母はチュリッヒ
のラテン学校と大学に彼を送ることができた．青年時代，彼は貧しいスイス小作農民の状態に非常
に興味をいだくようになった．近郊の牧師の祖父の影響で彼は，最初は牧師の勉強をしたが，間も
なく，自身で牧師にむかないことを発見した．次に庶民のための指導者として活躍するために法律
学を学んだが，彼の革命的思想は時の政府と衝突することとなり，法律家としても失敗することに
なった. 1769年，結婚し，農場を購入しNeuhofと称した．ここで彼は，教育を通してSwiss農
民の条件改善の実験に着手した．彼はEniileを読み，自然主義のRousseauの原理に従って幼少
の自分の子どもを養育しょうと試みた．この実験は，彼にRousseauの原理は実践において若干
の修正を必要とすることを確信せしめたのである．そして，困窮した流浪の児童集団を収容し，基
･礎学力や宗教心や道徳心を附与しょうとつとめた．また，良い家庭環境の影響の下に実業教育の作
業による自立を計ったのである;
　　こ０教育実験は，教育的に成功したが財政的に破たんをきたして中止せざるを得なくなった．爾
後のPestalozziの18年の生活は，文筆活勁期で, 1781年に秀れた教育小説Leonard and Gertrude
を発表したが，これはすぐれた教育学文献の上の古典といわれるものである．そして，間もなくこ
の続篇のHow Gertrude Teaches Her Children を出版した．これらの摺:物の中で，彼は自分の
教育理想を詳細にのべ，そしてそれら理想が実現されるべき方法を記述した. 1798年. Pestalozzi
は，教育の理論づけの仕事から，困囲な教育実践の仕事にむかう機会を与えられることになった．
政府はStanzの古い僧院の中に学校を設立することを彼にもとめ，約80名の戦災孤児の教育の仕
事を彼に委託した．ここで，彼は数育方法の実験を始めたが，この方法の実験は後に彼が校長とな
ったBurgdorfの学園まで持ち越された．若干名の忠実にして有能な助手の助けを得て，実験を継
続し，奉仕団体及び政府の援助によって彼の新しい教授法を伝える為の教員養成施設を開設するこ
とができた. 1805年，施設はＹｖｅｒｄｏｎに移動し，そこで彼は，20年間，自分の実験を持続し，教
員養成の仕事はBurgdorfで始められた. Yverdonの施設の名声が拡がったので，研究者や教師
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の訪問者が，外国から訪づれることが多くなってきた／そしてPestalozziの原理と方法は他国，
特に，ドイツ，フランス，イギリス，アメリカ合衆国に伝幡して行った．スイス本国において，
Pestalozzi教育学は認められることはむしろ，遅かったのである．彼の本国における，ペスタロ
ッチ主義のもっと効果的な成果は，産業教育と知的教育とを統合する為に特別な工夫をこらした
Hofwylの学校を設立したEmanuel von Fellenberg (1771-1844)の仕事に見出さるべきであ
る.　Fellenbergの学校は非常な成果をあげ，広汎な注目をあつめた. Pestalozzi主義は特にドイ
ツに影響したYverdonの施設で学んだ最初の外人教師はドイツの教師であった. Fichteの影響
で，プロシヤ政府は早くよりPestalozziの仕事の価値を認め，若い人をYverdonに研究に送り
こみ，ペスタロッチ主義で教育された教師を公立学校の責任者として配当した..フランスにおいて
Pestalozzianismの採択の気運がすすんだのはVictor Cousin の　Report on the Conditions of
public Instruction in Germany 出版以後で，このReportは，ペスタロッチ法の結果として，プ
゜シヤの教育が顕著に進んだことをあきらかにしている．ペスタロッチ主義はCharles Mayo と
Elizabethによって，イギリスに紹介された．彼らはＹｖｅrｄｏｎで３年の才月をすごし，ペスタロ
ッチ法のMechanicsを正しく体得した研究者であったが, Pestalりｚｚiの原理や精神は必らずしも
傾倒して伝承したものではなかった. May, Elizabethは，富裕な子弟９ためにＬｏｎｄｏｎ一に私立
学校を開設し，体系化したPestalozzi法をそこで使用した．庶物指教と日本では称せられたが，
いわゆるLessons on objects のためにはTeacher Manual （教師便覧）が用意せられ，汎愛学派
協会及び幼児学校協会による採択によって非常に普及させられた.･.この協会はModel School と
Training college for Teachers を設立し，この運動の普及発達に大きな影響を与え，イギ.リス化
されたペスタロッチ主義を確立した．これは，プロシヤ型とは全く異なっており，そして全く改革
者ペスタロッチの真精神を全く欠如するものであった．　　　　　　　　　　　－
　アメリカ合衆国のペスタロッチ法導入の最初の試みは, 1809年初期になされ，それはPestalozzi
の協力者でJospeh Neefが学校設立のためにPhiladelphiaに送られてきたときであった. Jospeh
Neefの努力は，さして認められなかった．彼はIndianaの社会主義団体に加入し，彼の影響は
全休として，地方にはなかった．アメリカ合衆国の教育者は1821年Bostonで出されたWarren
colburnのFirst Lessons in Arithmetic を通して初めてペスタロッチ運動を知ったのである．そ
して，州立師範学校で講義させるために，スイス本国から　MassachusettsにArnold Guyot と
Herman Krusi を招待したことはPestalozzi　の原理と方法に対して相当程度注意をひいたのであ
る. WoodbridgeのAmerican Annals of Education　もまた新しい迎動への興味を若干換起し
た．しかし，これらの初期の努力は学校の現実的な実践にさして影響を与,えなかったご従って，ア
メリカの学校が現実にペスタロッチ主義のそれになり始めたのは1860年以降のことであった．現実
にペスタロッチ主義がアメリカの学校の実践にもちこまれたのはOswego Movement であった.
E. A. Sheldon (1823-1897)はCanadaの湖を横切ってＴｏrｏｎtｏに行く途中，内外幼児学校
協会の庶物指教の授業に用ひられる資材の展示を偶然見学した. Sheldonは非常にこの展示物に興
味を抱き，庶物指教のための書物を購入し，学務局を説得してOswegoにMiss Jones を招聘し
新しい事物教授（庶物指教）の訓練を教師に与えることになった．１年後にHermann Krusi を
招聘し得たが, KrusiはOswego Normal School で25年間教員養成にあたりPestalozzi Method
の形式のみならず，ペスタロッチ精神を師範生に教授した．かぐしてOswegp Normal School は
新しい運動の中心となり，師範卒者のこの庶物指教の熱意は米国に，あまねくこの新しい方法を伝
幡することになった。 Tohann Friedrich Herbart (1776-184いはドイツ北西部のOldenburgの
生れであった．．彼の家柄と経歴は，丁度Pestalozziと正反対であった. Herbartは富裕階級の出
身で彼の父は教養ある官吏であった．母は特別知能の秀れた婦人で英才の息子J. F. Herbartの
養育，教導には特に慎重であった. Herbartは12才と18才の年令の間に郷里の市のGymnasium
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に通ひ，そこを最侵秀で卒業した．そしてJenaの大学に入,り，法律家の準備につとめた．この
Jena大学において1 Fichteに学び，深く新人文主義に影響され，多くの友人を得たがその中に
はHerder, Goethe, Schillerのような創造力に富む天才もいた．然し，その後，法律の研究に
さして興味がないことがわかり，大学を去り，スイス高官の３大の子弟の家庭教師となった．スイ
ス在国中にHerbartはBurgdorfのPestalozziの学校を訪問した．そこで観察した事柄を極め
て感動的に書いている.
　1802年－1808年にかけて，彼はGottingenの大学においで教育学，哲学を講義しここで後は有
名な教育の科学(Science of Education)を著した．その後，約26年間，彼はImmanuel Kant
のあとを製ってKftnigsberg大学の哲学科主任の地位を維持した．ここで，彼は教育学ゼミナー
ルを開らき，また，教員養成や教授法の実験のための実習校を設置した．更にその後，彼の教育上
の考えを明かに且つ実際的に解明したThe Outlines of Educational Doctrine を1835年にあらわ
した．ドイツにおいてHerbartの影響は19世紀半バ近く迄みられるが，それはLeipzigの大学の
教育学主任教授のZillerによってであった. ZiUerは教育の科学的研究の協会を設立し，初等学
校の教授に，ヘルバルト法を拡げて行ったのである．そしてZiUerの門弟のReinは後にJena
大学の教育学主任実習校校長となり，ドイツのHerbartianの大きな中心勢力となった.19世紀末
迄，米国にHerbart Movement は伝播してこなかった。
　BloomingtonのIllinois State Normal School の若い人々はJenaで学び本国に教育方法の新
しい科学をもちかへった. Charles De Garmo は, 1889年にThe Essentials of Method を出版
し. Charles Ａ. McMurryは1892年にGeneral Method を出版し，兄弟のFrank Ｍ. McMurry
は1897年にThe Method of the Recitation を出版した. 1892年にNational Herbartian Society
が，アメリカ合衆国で組織され，10年後にその名称は　The Nationa】Society for the Study of
Educationに改められた．アメリカ中西部の大半の師範学校はヘルバルトの原理をとり入れ，卒業
生は国の隅々に伝えて，小学校の実践に大きく影響した.
　Friedrich Wilhelm Froebel (1782-1852)は南ドイツのThuringiaの山に生れた．父は牧師
で，彼の母は彼の幼少期に死亡し，手荒な扱いの継母に育てられた. Froebelの不幸な家庭環境は
彼を深く内面的とし，彼の神秘主義の傾向を発展せしめた．両親の愛情も気の合った友人も与えら
れず，交友を自然に求めた.10才から14才迄Froebelは親切な叔父と共に生活し教区学校にも通
学して正常で幸福な日々をすごした．そこで彼の生涯の中で唯一の系統的な教授をうけた.15才の
時，彼は森林官のところに見習奉公に行き，次の８年間は，機々の職業に従事したが，いづれの仕
事も彼に何んの満足も与えなかった. 1799年に17才の時にJena大学で医学を学んでいた兄弟を
訪ね，その大学の知的活動に大いに感動し，教育に興味を起させられた．幸福な偶然で，彼は，
FrankfortのPestallozzi主義の学校で製図を教えることを求められた．３年後，彼はYverdon
のペスタロッチ施設の年少児の教育に当り，また３名の子どもの特別指導の体験をもった，かくし
て，この施設で彼は偉大な改革家の方法を研究し. Pestalozziのもっとも熱心な弟子の一人となっ
た.24才の時に，彼はRousseau, Basedow, Pestalozzi, Froebelの研究，実践の慎重な研究の
後，郷里のThuringiaのKeilhauに実験学校を開いた．次の５年間に，彼はスイスめ各種の学
校で教え, 1826年に秀れた仕事であるThe Education of Man を出版したが，これはFroebel
の教育哲学をもっともよく説明する部分を含んでいる. Comeniusの著作に心引かれたが特に母
親学校についてのComeniusの説明は児童の幼少期か，教育においてもっとも大切であるとい
うFroebelの信念に一致するものであった. 1837年にFroebelは幼児学校を開いたが，これは
Blankenburgの小さい山村の中の世界で最初のKindergartenであった．残りの人生は幼稚園の
ための遊戯，唱歌，幼稚園教師の訓練，方法の洗錬に費やされた･ Froebelの繊細な仕方と神秘的
な性格はドイツの門弟に否定的に扱われ, 1852年，彼の死後以降は,･プロシヤが幼稚園禁止の法律
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を発布したのである．然しその後，ドイツ婦人のBaroness Biilow-Wendhausen によってFroebel
のIdea考えは取り上げられ, 1860年にドイツに幼稚園は再開されることが許された．イギリスの
The infant school.フランスの'ecole maternelle は次第にFroebelの精神によって，より多く
影響されることになった．アメリカ合衆国において，最初の幼稚園が. 1855年Mrs. Carl Schurz
によって設立されたが，これはWisconsinのWater-townに作られ，ドイツ語を話す学童のもの
であった．最初の英語で話す幼稚園はHorace Mann の親戚関係のElizabeth Peabody によって
1860年Ｂｏstｏｎに設立された. Susan Blowによって，教えられた最初のアメリカの公立幼稚園は
1873年にSt. Louis Public School System の一部として，視学官William T. Harrisによっ
て開設された．特に最近において，フレーベル学派の影響は，小学校の１・２学年の授業にNew
unified Kindergarten-Primary organization のかたちで導入させられている.
　Ｇ，Stanley Hall (1844―1924)はMassachusettsのAshfieldに生まれた．父は農夫であった
が，家族は，特別ゆたかな教養と知性の溢れた人々であり, HallをWilliam College Bonn Berlin
の大学に修学させるに充分な財力にもめぐまれていた．４年間, HallはOhioのAntiochで英文
学と哲学を教えた．この地位を辞して，彼は1878年にPh. D.を受けた有名な心理学者のWilliam
Jamesの下でHarvard大学大学院生として２年間研修を重ねた．彼は再びBerlin大学で生理学
を学ぶためにドイツに行き) LeipzigにおいてWi lh'elm Wundt の下で心理学を学んだ. Hall
の非凡な包括的な教養はドイツ，米国の最高の樅威者の指導の下になされた神学，哲学，心理学，
生理学，人類学，植物学，神経病理学，解剖学，生物学などの内容で構成されていた･ Bostonに
おいて, 1880年に彼はThe Contents of Children's Minds on Entering School　の有名な研究
を行なった．６年間HallはJohns Hopkins University においてPsychologyとPedagogyを
教えた．そして，爾後，30年間Ji MassachusettsのWorcesterのClark大学学長であったか，
この大学は一貫して，アメリカ合衆国の高等教育のもっともuniqueな影響力のある施設の一つで
ある. Hallの学識と科学的精神に刺戟触発きれた小数の選ばれたグループの研究者たちは，発生
心理学の未開拓の領域，人間発達の法則，成長と学習の法則などの領域開拓に努めた．かくして，
Clark大学は児童の本性と発達の研究の著名な中心として注目をあつめることになった. Hallは
彼の教育理論を14冊の書物にしてあらわし，すべて著名な研究と認められたが中でも特に秀れた
ものとしてAdolescence, Educational　Problems, and Youth, Its Education Regimen, and
Hygieneがあげられる.
　1891年にＨａＨはThe PedagogicaトSeminaryの出版に着手し，新しい観点からChild Study
とEducationの論文作製に専念した.
　William James (1842-1910)は，アメリカの哲学者と心理学者の中でもっとも，影響力のある
学者と思われるが, New York City に生まれた．しかし，冑年時代の大半は，ヨーロッパで過し
たのである．彼の幼少期教育は不規則で，いろいろ断続があったか，これは，一部は恒及的な住居
変更に，一部は，目皮は他律的でなく，自律的に発達させらるべきである」という彼の父の願ひに
よるものであった. W. Jamesは学校の一般教育は，断片的に受け，スイス，フランス，英国，
米国で，家庭教師について教育を受けた．この欧米の家庭教師による教育は，学校素地となったの
である．一年間，美術の研究に従事した後に，彼は，この分野ではさして才能発揮は期待=されない
ことを確信したので, 1861年にLawrence Scientific School (Cambridge)に入学したが，これ
が彼が科学に関係をもつ始まりであり，死にいたる迄続いたHarvard university との結びつきの
機縁ともなった.35年間を通じて，彼はこの大学の一教授として終始した．７年間は，生理学，解
剖学の教授，９年間は哲学の教授，晩年の15年間は心理学の教授であった. W. Tamesは哲学，
心理学，教育学の分野の精力的で天才的才能に恵まれた著作家であったので,･彼のアメリカの学校
教育の実践への影響は特例的のものがあった. 1890年に出版されたThe Principles of Psychology
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は，彼の書物の中でももっとも秀れたものであり，また，最も影響力のある文猷であった．従って
間もなく，秀れた近代的教育学文献となった．彼の教育観と教師の仕事に関んする彼の考えは，彼
の広く読まれた，ＴalｋS to ＴeacｈerS の中にもっともよく集約されている．この書物の普及によ
って・これらの書物は教育と教師に強力な影９を及ぽした．米国に於り尽,べ特'に教育廻論と教育実
践は非常にこのＦather of Ｍodern Ｅducational Psychoiogy に負っている.
　Ｇ． Stanley Ｈa11 とＷiHiaｍ Jaｍes の秀れた門弟たるＥdＷa哨Ｌee ＴhorndikｅはＭａｓｓａ・
chusetts ＷiHiaｍsburg に生まれ，Ｒoxbury Ｌatin Schoo目こおいて，大学の準備をうけた．卒業
論文はＨarvard university においてなされた．殼初の講偉はＷesteｍ Ｒｅｓｅｒｖｅｕｎiｖｅrsitｙで
そこで１年間教坦に立った．１890年Ｔｈoｍｄike　は　Ｃoluｍbia uｎiversitｙの　Ｔeacｈers c011eｇe
の発生心理学の教授となり世界の教育の中心施設となしたのである．Ｔhoｍdikｅの最大の寄与は,
科学運勁に対してであったかＤynaｍiｃな心理学者．(行勁主義心理学者）としての初期の仕事は発
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る. Pestalozz!のこうした考え方は教育目標に顕著な変化を与･えるものであった.
　Pestalozzi時代の学校においては，教授は，知識の附与を意味した．しかし. Pestaloggiにとっ
ては，教授は児童の生れながらの諸能力に従って児童を発達させることを意味した．
児童を適切に教授ずる,だめに，児童の可能性は何か．即ち，単に児童に当為的要求をするだけで
なく，何になるべきかを知ることが必要である．教育は，それ故持続的な発達であり，精神の自然
の自然的な行為の結果である．教育は心の中に注入される何かではない.
　FellenbergはHofwylの農工施設で頭と胸のみならず手の発展というPestalozziの考えを実
践しようと努めたのである．筋肉，精神，道徳の体系的な発達の考えは，アメリカ合衆国にもたら
され，中西部の自助施設と後にはY.M.C.A., Y.W.C.A.や初期の実業訓練学校において施行
した. Fellenbergと共に当時のアメリカの施設は，相互の同情と理解を発展させるために貧富の
差別なく，その子弟は一緒に教育することを志向した. Herbartによると，教育の窮局的目標は
道徳的性格の発達にある. Herbartは，着実にして自律的な道徳的人格は，人間の最高目標とみな
した．彼は児童の素質能力の自由な発現を許容するRousseauの考えを否定し，またHerbartは
すべての児童の能力の調和的発展のPestalozzi考えも拒否した. Herbartは道徳的人格の窮局的
目標は，望ましい持続的多面的な興味の発達を通してのみ達成され得ると信じた．
　個人的生活及び社会的生活の為の最善の教育の目標発見の為に，人間の興味の分析か必要であ
る．そして，教授の手段によってのみ人生の各種の事態のこれら興味を発展させ，応用させること
ができる．教育は，充分に調和のとれた多面的な価値ある興味を作りだすことによって，青少年
に，善良でありたいという意志，健全な道徳的選定をなしたいという願望を発達させようと務める
ものである．
　そのような努力の結果，高皮の個人としての人格と社会的徳性が結果することが期待される.
Herbart以前，教師は訓戒，格言の暗誦，教訓の使用を通して道徳性を与えようと志向した．幾世
紀もの経験はこの目標の無価値なことを実証した. Herbartは道徳的行為は，意志の発達に立脚せ
ねばならないし，意志的な態皮は自由に恒久的に聴明な道徳的決定を表出し得るように組織化され
た経験の集積に依存すると信じた．われわれは，われわれが知っていることを意志し，われわれが
知らないことを意志することはできない．これは，多方面的な興味という彼の目的の理論的な根拠
である. Herbartは，教育の主要目標は，心理学的法則に従ってもたらされる児童の精神の観念の
成長と発達である. Herbart lll身は，児童の発達よりはむしろ青少年の発達をもっぱら志向した．
そして，他の発達主義者の多くの人々とは違って，初等教育よりは中等教育に関心を寄せた．し
かしながら，多くの彼の門弟は幼稚臥　小学低学年の教育の分野に彼の哲学と方法を応用した.
Froebelは，教育の目標は児童の発達であるという信念においてPestalozziとHerbartとｰ一致し
ている．しかしながら彼はこの発達の本質観において相違するのである. Froebelに従うと，教育
の目標は，児童の生れながらの能力の発達，個人の潜在能力の発達である．しかしながらFroebel
の根源的な自然観はRousseauの純粋の自然主義とは全く相違している. Froebelは最初の現実
的な教育上の進化論者である. Froebelは，教育は宇宙の進化の過程の本質的な要因であると信
じ，教育は民族及び個人が，より高い水準に発展し時代の目標に迄発展する過程である. Froebel
は，宇宙の中に潜在的力即ち，絶対的者（Ｔｈｅ Absolute)が存在していて，それ自身，自然にお
ける力として，また，人間における良心として，自分をあわにするものであり，あらゆる存在の
Original active, energizing, creative, Intelligent, Selfconscious source である．創造は，生
産的活動の持続的過程であり，児童の本性を含めてすべての創造された事物の根源は，われわれが
神と呼ぶ宇宙の力である．形状のできつつある結晶，成長する力，発達しつつある児童－すべて創
造の神のプラツを反映するのである．しかし，程々異なった表明の仕方をするものである．それ
故，自然の道化の変化の研究は，人間の発達の本質に光を投げかけるであろう．さて，児童の本性
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の巾に，わずかに示されているとはいえ，人間があるべきすべてのものはかくされている. Froebel
はhuman plant として人間を眺めた．教育者の目標以，児識の成人への成長を統御することであ
る．それは，丁度，庭師の目標が充分な開花結実に迄植物の成長を統御するのと同じである．教師
の目標は，児童の発達が人間の発達の根源的にして論理的な課程に一致しているか否かを確かめる･
にある．教育の失敗は，児童の本性の特定の側面の発達を無視したり，阻害したりあるいは一方的
にして意図的な干渉によって本源的に秀れた人間の能力と傾性を歪曲したりすることからもたらさ
れる．
　若しも，児童の本性が傷けられたならば，本来の発達の方向，課程に方向かえされねばならな
い．　もしも，児童が成長の真実の原理と逆の活動を展開するならば，発展を正しい方向にすすめる
ために，そうした活勁は管理されねばならない．このようにして. Froebe卜こ従えば，教育は統制
された発展であらねばならないか，教師の仕事は，統一化された進歩発展をもたらすことである.
　Hallは，教育の目標は児童自身の本性，活動，能力，興味の発達であるというヨーロッパの発
達主義者と意見をｰ一つにしている.
　ＨａＨは，また教育は多而的であらねばならないし，調和のとれた正常な人格に迄導くべきこと
を信じたが，しかし彼は，発達の基本原理を生物学的進歩の原理に立脚して展開した．
　彼は，児童がその資質を最高度に発揮できる教育方法を完全化させるために，発生心理学，心の
進化の研究に自分の生活をささげた.
　Hallの基本的な命題は，精神生活，身体生活は常に平行的であるということであり，神経症な
き精神病,なし（Ｎｏpsychosis without neurosis)ということであった．精神と肉体は，ともに関
聯して発達する．発達の過程を通して，精神生活は，肉体と肉体の生理学的活動の発達とともに発
達するということであった. HallはDarwinか身体生活の歴史を跡づけるために試みたと丁度，
同じように精神生活の歴史を跡づけようと試みた．彼の目標は，人類かその上昇を続けるような仕
方で，個人を教育することであった．初期の発達主義者は，発達における人類は，身体的に精神的
に共に，個人の発達する生活が反覆する特定の時代を通過してきたと信じた. Herbart学派によっ
ては，開化史段階説(Culture-epoch theory)と呼ばれ，生物学者によって，反覆説(Recap-
tulation theory)として容認された．そしてHallによって，教育目標の基本原理として大成され
た. Hallは身体生活のみならず，精神生活において個体発生は系統発生を繰り返へす(Ontogeny
repeats phylogeny)ということを強く確信した．教師は，発達心理学の研究を通して，人間の精
神発達の段階を発見し，児童の成長か発達の秩序に一致するようにCurriculumを構成し方法を組
み立てることをせねばならない. Hallは自然の最初の意図を発展させ，発生期の法則を充足させ
ねばならない，さもないと，単によくないのみでなく，大きな弊害が与えられると主張した．彼
は，教師は何をさておいても，教育は自然の発達を阻害しないで促進しているか否かを確かめねば
ならないと信じ，教育は個人をして民族改善の最迪の道具とならしめるものでなければならないと
した．表而にﾋは, Hallの反覆説(Recapitulation theory)は，個人の発達を志向するものとはい
え，その社会的民族的結果において，決して進歩的なものではなかった.Ｈａ】Iの反覆説は，社会
の改造あるいは宇宙の発達の過程を志向するものではない．それは，個々の児童の発達をそれ自体
において目標として関心を寄せるものである．同様にWilliam Tames は本質的に個人主義者であ
る. W. JamesはTalks to Teachersの中において，社会的機能としての教育については語って
いない. Jamesにとって，教育は単に個人をして彼の環境に適合させる行為の後天的の獲得された
習慣及び行為の本能的な傾向の組織化を志向せしむるにすぎないのである．発達主義は，生存競争
の為に能率的に個人を準備するために精神的な経験の要因を組織することになった．このような本
能及び習慣の関心は，動物心理学の研究及び生物学上の進化論の自然の成果である．
　本能に特別な強調点がおかれ, Jamesによって，教育における本能に与えられた位置は，彼の書
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物の読書の大半に，教育の重大な目標のー･つは児童に彼の本能に従うように認めることであると
いう信念にいたらしめたのである．かくして，教育理論に, Work with the instincts and not
against them という格言が生ずるにいたった．注意深い読書は，これらの本能のあるものの修正
の正当化のJamesの所論をみいだすことができるのであるが，しかし彼は疑ひもなく，聯合で心
理学者は人間生活の本能の能力の認識に失敗しているという批判に関心を寄せていた. Jamesの習
慣説は高度に，個人主義的であり，その内容の本質的な性格は保守的であった．習慣は変向せられ
得るという主張の容認にもかかわらずJamesの論議はIron Law of habit を意味するようにみ
える．そして，より統合せられた社会をつくりだす為に，個人の習慣及び学級習慣の初期の発達を
計かるのが教授の主要目標であるという信念をもっていた．要約すると, Jamesはあらゆ教育
基底は，児童か附与･されている素質的本能の資質であり，教育の目標は，個人の幸福を促進する
のような仕方で個人の後天的に獲得した習慣を組織化することであると主張した．これと反対に
Thorndikeは，教育の窮局的な目標と最近の目標とを区別する. Thorndikeは学校が個人に生ぜ
しめる直接的な変化以上に教育の窮局的社会的な目標に期待したのである．それにもかかわらず
Thorndickeはわれわれは．社会を構成している個人の適切な発達なしに社会を変化させるごとは
できないと主張する.
　Thorndikeによると，教育は，各個人に各自自身の願望の最大限の実現を附与するために，あ
らゆる人民の欲求を満足させることを志向する．換言すると，教育の主要目標は人間の欲求の完全
な満足を実現するにある.
Thorndikeは，初期の発達主義者のいかなるものにもまして，成人生活と仕事のための児童の
発達のみならず児童期それ自身の生活への適応における児童の発達を目標とすることの重要性を強
調する. Thorndikeは，われわれは，児童そして児童期の,諸問題と義務の解決処理に成功させる
ことを目的とすべきで，20年後の問題と義務への彼らの適応問題は二次的に志向さるべきであると
いっている.
　〔類　型〕
　発達主義者の目標記述から容易に看取し得ることであるが，発達主義者は，社会的教育よりは，
むしろ個別的な教育を強訓した．彼らは，主として児童自身に関心を寄せているとはいえ，主と
して彼らに興味のあったのは，個人としての児童であって，社会の単位としての児童ではないの
である．それ故に彼らの教育は社会化の問題よりは，むしろ，個人の成長，個人研究の問題に特
別に関心を寄せるｋのであった．火牛の発達主義者は，教育を広汎なひろ力句をもつものと考え
た．あらゆる性能の調和的発展という目的をかかげた. Pestalozziは，①頭の訓練としての知的教
育(Intellectual Education) , (2)心の訓練と，しての道徳教育(Moral Education) , (3)手の訓
練としての産業教育(Industrial Education)のいわゆる３Ｈの教育に関心を寄せた. Fellenberg
Movementは特に産業教育と農業教育の統合に効果的であった. PestalozziもFellenbergもこ
れら３つの類型の訓練を全く別個の迩った訓練形式とは考へず，むしろ生活の３つの側面と同様に
密接に結び合った教育の側面と考へた．この二人の改革者PestalozziとFellenbergは大衆の一
般的文化的教育を重視したが，この一般教養に於て，彼らは実際的活動の訓練が軽視されてはなら
ないことを主張した．そしてこの実際的の教育は狭い職業的準備，職業準㈲であってはならないと
した．それは実践的能力，II」造性，生産性の広い訓練であらねばならない．
　実践あるいは生産の技能Readiness or capacity 養成のものでなければならない．教育は，思
考し，感ずるのみならず，行為する人間を養成すべきであった. Pestalozzi, Fellenbergによって
強調された３つの類型の教育は知能，道徳的宗教的特性，実践的能力を発展させようとしたもので
あった. HerbertとHerbartian School は，何にもまして知育を強調した．このことは教育が準
備せねばならない広汎な生活を無視したわけではなかったが，能力説の発達主義者とは違って，彼
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らは，知能，情勢，憲志に対して，それぞれ別個の陶冶訓練を用意することか必要とは考えなかっ
た. Herbartian School は，知育，徳育，実技教育を別個のかたちの教育が存在していると信じ
なかった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　ヘルバルト学派の心理学の中核的考えは，教育の全体構造の唯一の基底は知的教授であり，児童
の心の中観念の成長と発達であるという主張である．すべて知的性質は，統一仁|のあるものであ
り，それ故教授による教育あるいはより一般的にいえば教育的教授という一種類の教育があるに過
ぎない．それ自身を望ましい行為と実践に表現する統制された情緒と目的に触発された意志力を知
能の発達を通してもたらそうとした.
　Froebelは，また人間は統一的なものであり，二元的なものではないと主張したが，彼は，生産
的活動をこの統－･の中心的な要因となした．それ故Froebelは, creative Education といわれる
教育を強調した. Froebelは，単に運動的訓練に関心を寄せていたに過ぎないというのは，あるい
はまた筋肉的手技的発達的活勁の発展に関心を抱いていたにすぎないというのはあやまりである.
Froebe!はいかなる創造的活勁においても，記憶力，知的認識力，想像力は感覚器官，神経，筋肉
と協動するものであることを主張する．すべて，これらのものは実践においては，まとまった形で
操作されるものであるので，生産的あるいは創造的活動の発展を一つの重大な教育類型と考えた.
　Froebelは，創造的な教育強調の強力な根拠を宗教的概念に訴えた．彼によるとＧｏｄは根源的
統一体であり，神自身の創造的な亡|己表現の力によって，全宇宙は巡展するものである．児童の創
造的なlll己表現を発展させることは児童のもっとも神聖な特性を発展させることである.
　Hallは，人間の成長のあらゆる側面，あらゆる型の訓練に興味づけられた.
　Hall自身の広汎な教養と多面的な特殊な専門教養は，彼に理解力と洞察力を与え，それらは，
相当広汎にして詳細な教育の研究を可能にした. Hallは，人間の成長のあらゆる側面，即ち身体
的成長，情緒的成長，道徳的宗教的成長，意志と社会的性質の成長のあらゆる側面を強調した．し
かし，あらゆる種類の教育の中で彼は情緒の訓練をもつとも重要なものとして強調した. Hallは，
情緒的生活は知的な生活よりも遥かにより基本的なものであると信じた．即ち，知能は比較的後に
発達するものであり，一方，情緒は生活それ自身と同じように早くから発達するものである.
　Ｈａｌトは，情緒は，知能の発達を勁機づけると信じた．即ち，あらゆる思考は，そ,の起源を情緒
に負うものと信じた. Hal)はまた一種の教育として，p】ａyを強岡した．彼は以下のようにいって
いる．一遊びは，最善の種類の教育であるに何故なら，遊びはわれわれの高度に特殊化した文明に
おいて，外の方法では発達するチャンスをもたないであろうと思われる身心の力を練磨するであろ
うからである．習慣と本能に興味をいだいていたJames Thorndike は主として行動主義あるいは
行為の発達に土として関心を寄せていたのである．
　それ故に，彼らの強調はDynamic Education)生活の多様な活動の訓練におかれる．彼らは，
体育(Physical Training)知育(Intellectual training)と情緒の訓練あるいは道徳的訓練を主張
するか彼らはまた個人を統一と考え，諸能力の蒐集とはみなさなかった．しかしながら，彼らの強
訓は発達の中核的特長としての実践的訓練におかれている.
　〔方　法〕
　心理主義の発達主義者の教育哲学は，教育の中核的な要因として，児童と児童の成長に最大の強
訓をおいたので方法論は，彼らの思考において，いかなる他の教育の側面にもまして，より大きな
役割を演じた．彼らにとつては，内容，組織，機関はすべて二次的であり，方法に従属するもので
あった.
　PestalozziからThorndikeへの期間は近代学習の心理学の発達によって特色づけられた．
　今日の教育方法において適用される教授の諸原理が以下述べる教育先哲の思想，方法論の中に見
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出されるのである．この点，今日の方法論の多くの発達は彼らに負うところが極めて多いのであ
る. Pestalozzトは，すべて彼の方法の基礎を生徒活動の原理（Ｔｈｅ principle of pupil activity)
に求めたのであるへ彼９方法には２つの段階があって，直観と表現(ImpressionとExpression)
であり，これらの両者捨共･に児童自身によって処理されねばならない. Pestalozziによれば，自然
の感覚的印象（直観）は「すべての認識の絶対の基礎」であり，従って「教授の最も高き最も秀れ
た原理」であり「すべての個々の教授を副れた教授そのものの本質である■ Pestalozziは断固とし
て，「観察はあらゆる教授の基底であらねばならない」ということを信じていた．この理由のため
に，児童の教授特に幼少期におげる教授は主として，子どもたちに観察させたり，計算させたり，
分析させたり，事物の名前をあげさせたりすることから主として成り立っていた．彼は，庶物指教
,（実物教授) = Object Ｌｅssｏｎをいわゆる直観教授として重視したが，この授業の学習はｙ言語を
通してよりは，むしろ感覚的経験(Sense Experience)を通して達成されるのである. Pestalozzi
は･すべての学科にOral Teaching の使用を主張した．児童は，轡物から学習するという学習姿
勢をとるべきではないとされ，教師は児童の教科書の暗誦，ロ頭発表の反覆をきくといった方法は
否定された．言語表現(Language Expression)は，学童の各種の感覚機関に提示された事物の観
察から発達しなければならないとされた．図画の授業活動にも同様のことがいわれた．地理の表現
活動は，見学旅行で認知された地形の模型化活動などから成立するとされ，算数表現は，部度の窓
を数えたり．部屋の広さの目測，実地測ｍその他これと類似の計測活勁や測定の練習実践などで成
り立っていた．道徳的表現は，児童の日常生活に於て生じる偶発的事件から発達したものであっ
た. Pestalozziは規則，抽象に始まる伝習的な演棒的な方法を否定して，児童が単純な経験の要困
から始めて，それらの諸経験が，より大きな意味深い全休に組み合わせられる帰納的な方法を提唱
した. Pestalozziはその学習論で，既知から未知へ，単純から複州へを意味した原理を主張した．
彼は．痛烈に理解しがたいものに訴えて，生徒に未知の事柄を教えようとする当代流行の方法を烈
しく批判した■ Pestalozziは，あらゆる学科を，もっとも単純な，これ以上は分析できない程の要
困に迄細分化し，そして，それからこれらの学科を注意深く段階づけられた順序(Sequence)に
よって教えた．容易に理解されず，容易に習得されないものは，学習されるべきではないとされ
た．この原理の読み，図画，音楽の教授への応用の結果は効果的といづものではなかった．しか
し，算数，国語，地理，初等理科の教授への影響はもっとも顕著なものであった．ペスタロッチ学
派の方法の中核を形成した原理は，具体から抽象へ，特=殊から一般へすすむということであった.
Pestalozziは,‘児童に意味のない言葉の形で一般化された観念を教授することに烈しく抗議した．
彼は，児童は具体的な観察と経験から得られた印象の結果としての自分自身の考えを表現せねば
ならないことを主張した. Pestalozziの新しい教育方法への大きな寄与は, (1)現実の実物(Real
object)の研究, (2)各種感覚を通しての学習, (3)観念の個別的表現を主張したことである．教育方
法におけるPestalozziの功績は，児童が身近かな具体的事物に接してL彼ら,の諸感覚を用いて，こ
れを直観し，彼ら自らがこの中から正しい概念を形成し，より大きな全体的なものに対する知識と
能力を身につけることを自己の教育経験に基づいて彼が主張した点てある．
　しかし, Pestalozziの限界の一つは，彼の努力は，大部分は教授の初歩的段階の完全化に費いや
されたということであった．第２の限界のー･つは, Pestalozziは，印象と表現(Impression and
Expression)の間のMechanismに作用する..精神的組織の心理学的統制についてはほとんど何
にも知るところがなかった．即ち，彼においては，直観と概念との関係に対する特に概念構成の終
局的段階に対する科学的究明に顛がみられた. Pestalozziの門弟Herbartの大きな寄与はこの方
而に添ったも’のであった．
　イギリスのPestalozzi主義は，実物授業(Lessons on objects)のテキストを考案したが，完
全にペスタロッチの方法の精神を見失った．授業はBookishでFormalで児童の理解を遥かに越
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えた分析的なものであった.
　Pestalozziは，当時の学校を特長づけていた粗野で残酷な訓練に対し，同情と愛の訓練をもって
とってかえようとした．彼は，善良な牛リスト教のやさしい洗鐘された家庭の雰囲気をできるだけ
再現しようと欲した．父兄がペスタロッチの学校を訪問,しか時云った．゛なんと！　これは学校で
はなくて，家庭であるといったが，これは非常にPestalozziをよろこばした．彼の同情と愛の訓
練や思考陶治は，教育は児童を成人の型にはめこむよりは，むしろ児童の自然の成長結果であると
いう考えからであった.
　Herbartの方法の基礎原理は，興味説（Ｔｈｅ doctrine ｏりnterest)であった．彼は興味は教授
を効果あるものにする最も大切なものであると信じた．自然の興味をもって獲得される知識のみ
が，学習者の憲志に影暫し適切な行為に位赳:づくことが期待される．巧妙な教授は，強迫に訴えた
り，あるいは糖衣主義に依ったりすることなく，興味を確保する能力によってなされたものであ
る. Herbartの主.張は結局，興味をいかにして，もっとよく喚起するかという観点に立った興味論
であった. Herbartは，学習は既知のものから，未知のものに順次に迎まなければならないとい
う, Pesta】ozziの原理を採択し，それを新しい知識は，児童が既にもっている知識に類化されると
いう原理に大成した．もしも，児童が新しい経験に興味づけられるならば，それは，児童が既にこ
の経験に応ずることができるようなものを彼自身の中に持っているからである．生徒は，新しい経
験に対処するためには，それにふさわしい心的体制を具えていなければならない新しい事態を解決
し，これに反応することを可能にする再生関聯表象群を豊かに身につけていなければならない.
　Herbartがこれら開聯再生諸経験を統覚肘（Ａｐｐｅｒｃｅｐtiｖｅ Masses)と呼んで以来，彼の主張は
統覚説(The doctrine of apperception)として長く教育方法の基本原理として認められてきた.
Herbartは大関聯教材単元のみが，児童の深い興味を喚起し，生き生きとさせることができると主
張した．それ故Herbartは専心説として知られた教授原理を残したのである．
　即ち専心とは意識が一定の対象に沈潜する状態で，そこ.では，精神は他のすべての興味を排除し
てただ一つの興味に没入する．憲志と行為の効果的な反応は，章識の全体が思考の一つの単独の単
元に焦点化して初めて生じてくるものである．しかしながらI Herbartは，興味が多方であるため
には，多様な専心が起らねばならないとしたので，致思説（Ｔｈｅ doctrine of correlation)を以っ
て補ったのである．致思は，個々の教材に注意の焦点をおくか，しかし，その教材がこれに関連し
た他のすべての教材に支えられている事に注意を向ける．致思は専心によって得た表象を反省し統
一する作用である．要するに，専心は心を事物に集中する作用であり，致思は事物を相互に連結す
る作用であって，多方は専心に，統一は致恵に基づき，専心と致思は望ましい興味の二.大条件であ
り，興味を媒介として形成される人格（憲志）は致思によって放敞に流れることを免がれ，専心に
よってー･方的に陥ることから逃がれて，教育の究極目的としての強固な道徳的人格に近づくのであ
る．従来，一般に教授の手段と考えられていた興味が一躍，教授の目的に据えられたと同時に，こ
れに科学的究明が下され，専心と致思の二原理か見出されたことについて興味か現在の教育方法に
おける最も重要な原理として認められていることを考える時，今更ながら，われわれは, Herbart
の強靭な思索力と卓越した洞察力に強く打たれるであろう.
　Herbartは心理化された方法の諸段階を組織化した最初の教育改革家であった．彼は，印象受容
と直観表象の過程のみならず，精神組織体の退程を含めて児童のすべての学習過程を教師が統御す
ることを可能にさせる方法段階を規定した最初の教育者である．
　へ･ノレバルト学派は五つの段階を教授の手続きの本質的なものと考えたのである．
　これらの段階は，普通，授災の五つの形式段階(Five Formal Steps of the recitation)と称さ
れたもので以下の如くである．
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　(1）于備（Ｐreparation)
　過去の経験の中から，関滸表象を喚起する過程であって，この関財旧表象群は新教材への生彩の
ある興味を喚起し，奈教材の急速な珊解と類化の川意をなすものと思われる.
　(2）捻示(Presentation)
　具体的形式において，あるいは豊かな感性的経験で過去表象群と密切な関辿の下に新教材を提示
する.
　(3）暦合（ＡSSociatioｎ)
　新経験を類化する過程で，分析，比較によって新旧経験の異同を把能し，新表象群の占める位盾
を決定する.
　(4）概括（Ｇeｎeraｈzatioｎ)
　分析された感覚的経験から概括的法則を抽出する過程で，これによって，精神構造の感覚と知覚
に－・般的諸概念を附加発展させる.　　　　　　　,
　(5）応用（Application)
　この段階は，一般化された概念を実地応用するのであって，それを検証してみたり，表現によっ
て印象知覚を深化したり，表象を純粋に功利的な意味に応用してみたりする吟味適用の仕上げの段
階である.
　後世Ｄeｗeｙは，思考（Ｔhinking）は切実な問題が存在して，初めて発生するということを根
拠にして，ヘルバルト学派の形式段階に挑戦した.
　ヘルバルト学派の方法の他の欠陥は，あらゆる類型の教授計画，即ち，技能教科，芸能教科に於
ても形式段階の応用を画一的に試みたという点にあった．しかしながら，我々は，学級教授の組織
と技術の改善・と教育心理学の発屁にＨerbarｔに負うところ極めて多いのである.
　Ｆroebeｌは教育は創造的自己発達（Ｃreative Self,developｍeｎt）の過程と考え，創造的な自己
発達は，内部的展闘（lnｎｅｒ ｕnfolding）に由来するものであって，生徒の側の自発的な自己活勁
　(ＳｐoｎtaｎeouSSe1f‐actiVity）の手段によつてもたらされると主張した．Ｆroebe１によると，児童
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合わせて一緒に歌をうたい，お祈りをし運動をする遊戯であるが，それは社会化のーつの方法であ
って集団の中に統一した感情と意識を形成しようと,する方法であった. Froebelによれば，児童が
社会生活形態の改善に寄与し，よりよき社会秩序の創造的進歩において役割右果すように協力的社
会活動の表現を可能ならしめるのは学校の義務である．教育方法は，児堂の内部的な活勁衝迫の自
然の過程に従わなければならないと，彼は主張したが，この内部的衝迫(Inner urge)の本質に関
して，啓蒙的な知識を附加することはしなかったし，児童の生活の後の発展をいかに展開させるか
ということについて何等明確な知識を与えなかったのである.
　Froebelの概念は，形而上学的象徴主義(Metaphysical Symbolism)から援用されたものであ
って，教師は児童の発達の幼稚園段階以上の場合の現実的な実践化に当惑を著しく感じたのであ
る．　フレー″ル学派の方法論の混惑と偏椅性の数々を明白化するに大きな役割を果たしたのは
Hallであった. Hallの功績は，科学的見地から教育方法を把握した点である．
　彼は，その生物学，人類学及び心理学の多方面の教養からHerbart が一般的に極めて漠然と把
えた文化史的段階説（Ｔｈｅ cultural-epoch theory)を明確に規定してFroebelが形而上学的に象
徴的に把えた自己活動に対して，科学的な解答を与え，児童の発達のあらゆる段階に対応する一貫
した方法論を発展した.
　Hallは，内面的衝迫(Inner urge)を民族の過去から受けついだ内部的な本能あるいは傾性と
いう視点でもって解釈した. Hallは，内面的の諸特性は，すべてが先天的なものではなくして一
勿論出生時において操作的ではあるが一普通の状態に於て，一定の発現順序で現出すると主張す
る．例えば，ある神経系統(Neural connections)は生まれながらにして，固定しているが，しか
･し，興恒を起す神経は，ずっとおくれて発現する．即ち，眼瞼運動のような反応体制は比較的後に
なって発達する. Hallに従えば，これらのおくれて現われる本能は，種族の歴史において同様な
活動が現われるのと全く同じ順序をとる．即ち，個体発生は，物質的生命においても，精神的生命
においても系統発生(Phylogeny)を繰返す(Ontogeny repeats phylogeny) Hallは，動物が
低い形式から高い形式に継続的に進化してきた間に段階があり，人間が野蛮から文明に次第に発達
してきた間に階程があるが，これに対応して，人間の各活動形式には一定の時期，すなわち，発生
期が存在する．鉄は，熱しているうちに打だなければならない．児童はその活動の発生期に達した
時に，これに相当した活動に従うものであることを教師は知らなければならない，ある時期に，児
童は原姑大のような生活状態にあり，次第に生長して少しずつ文明の進んだ人類の生活を経過して
最後に文明大の生活に迄到達するのである．教育方法は，すべてこのような児童の発達段階の理解
の上に初めてその妥当と正確を期し得るであろう．
　学校の訓練とｍ大な関係をもつHallの学説の中特に注目すべき所説は，カタルシス(Catharsis)
の学説である．カタルシスとは，もともと，ギリシャ語のKatharsisで純化又浄化を意味する言
葉である. Hallに従えば，児童期に自然に現われる梨緒的傾向は，それが爾後の生活に有害であ
ると考えられても，その進行を妨げられてはならない．その自然の発達を経過することによって，
それらは自ら消耗し，消失してしまう．この故に，児童の生長にとって望ましくない情緒的傾向で
もそれを一気に取り除いたり，無理に匡正しようとする方法を取るよりもむしろ，その自然の経過
を見守って，それが自ら消滅し浄化する時期を待った方がより賢明である.」となした. Thomdike ・
は後にこのHallのカタルシス理論は常識に反しているのみでなく，科学にも反していることを明
かにした．　即ち，人間の能力(Capacity)は練習実践によって，より深く惨透するとなす学習法
則を豊かな客観的証拠でもって明かにしためである．（練習効果の法則）
　条件反射と本能昇華の近来の諸発見は，望ましくない傾向は，できるだけ速やかに摘出除去する
ことができるし，またしなければならないという見解を教育論として取らしめてきたのである．現
代の心理学者たちは, Hallのさまざまの結論に異論を多くいだいている．
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　そして. Hallの研究方法の妥当性に疑問を抱いているとはいえ, Hallが，児童の本性の研究に
刺戟を広く与えた事や児童を賢明にかつ愛情を以って扱ふべきことを強調したことは, Hallの功
績として高く評価しているところである. Hallの努力の結果として，広く我々は，教師というも
のはその教育対象の児童生徒の特車|を知ることによって，初めて，最高の教育指導の実践をなし得
るものであることを認識するようになった．われわれは, Hallによって，方法というものは理解
によって決定されねばなないことを教えられた．
　即ち，各系統段階の学校は，その段階水準の児童生徒の本性に，もっとも適合した活動類型を提
供せねばならない．学校は児童，生徒たちが正常に活勁し，そして実践を手段にして学習すること
かできるような方法，自然及び施設を用意せねばならない，教育方法に関するJamesの貢献は習
慣形式に関聯したものである. Jamesによれば，教育とは社会的及び物質的世界にうまく適応して
いくように行動の諸能力を有機的に組織することである．
　教養のない人々は，既に身について習慣となっていることを行う峙のｲUIは何事についても非常に
窮する．これに，反して教養のある人は，かって経験したことがない新しい事態に遭遇しても，行
勁の本能的な傾向や幽得された習慣を有機的に組織して，直に，この場(Situation)に処しうま
くその困難を切り開いて行くことができる．ひるがへって，生物学的にみて児童は行動的有機体で
あり，印象に対して反応する有機体である．そこでは，「反応を起さない受容もなければ，これに
相当した表現を伴わない印象もない」そして，児童の精神とは，これらの反応を規定するに役立つ
ところのものであり，教育とは実にこの反応を獲得していく精神過程を見守り，これを統制して行
く作用に他ならないのである．それでは，反応傾向を獲得して行く精神過程の基礎であり，またす
べての教育作用を支配する原則はどのようなものであろうか．
　　〔１〕一般に獲得された反応は，生得的な反応の上につぎ合わされた複合的なものであるか，そ
うでなければ，生得的な本性からひき起される生得的反応の代理的なものであるからである．
　　〔２〕教育作用は，この代理的なもの又は，複合的なものをもたらす作用であって，それ’は生得
的な反応傾向に対する同情的7J理解を前提として初めて有効である．若し，児童に生得的な反応傾
向が賦与されていないならば，教師は児童の関心や行為についてなんとも手の下しようがないであ
ろう．け.れども，人類は生得的な反応傾向，即ち本能や衝勁を種類に於て，且つ又，その強度に於
て決して他の動物に劣るものではない．児童の衝動と本能かどのようなものであるかをよく理解
し，そのよいものは，これを更に延ばし，その悪いものは，これを他のものに代え以って望ましい
後天的な反応傾向即ち習慣を形成することが教師の第一の任務である．教師の任務は，人の生涯を
通じて最も有用であるような仙人的，社会的習慣を児童に養成することである．しかし，どのよう
な習慣も児童の生得的反応傾向に由来しないものはないことを見失ってはならない．児童は，本能
的，衝動的な行動的有機体である．教師は，まずこの有機体の行動の根源を洞察し，その行勁の様
式を熱知していなければならない．しかし，どのように発達し複州となっても児童の生活は鋭い心
理学的分析を受れば，その根底においてやはり本能的衝動的傾向に支えられていることが明かにさ
れるであろう．児童において，多数の衝動的傾向は一定の順序を追って現われ，それぞれ一定の時
期に成熟するものである. Jamesは･これを「本能の一時性の法則」という．　匍うこと．　歩くこ
と．よじのぽること，擬音語を話すこと，物を組立てること，絵をかぐこと，物を数えることなど
があいついで現われてくる．これらの衝動は，それぞれの現われている期間中は旺盛を極め独占的
に児童を支配する．しかし，このような期間は一般に長いものではなく，やがて，これらの傾向は
全く消失してしまう.それで，もしこの期間にその衝動に適当する刺戟が与えられるならば，これ
に対する習慣が形成されて，それか永統七て行き，その逆の場合は習慣が形成されるにいたらない
で衝動は消失してしまい，その後になってこの方而に適当な反応をなすように導く,ことは極めて困
顛である．要するに，教育がその有効性を発揮し，望ましい有用な習慣を形成するに適当な時期
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は，生得的な衝勁が最も活溌に働いている期間である．習慣形成の出発点は，衝動の発現である．
この意味に於て，習慣は実に第２の天性である．人生における習慣の持つ意義は大きい．人間の日
常行動は100のうち99まで，むしろ1000のうち999ま･で，全く機械的な習慣によって行われる．実
に人間は，習慣のかたまりである．もし日常行動がすべて習慣的に固定しないで微細なことに迄い
ちいち有意注意を要するようでは，これほど，われわれにとって不幸な事はない．習慣によって，
われわれは微細な行動に努力を空費する必要がなく，重要な仕事にわれわれの精神作用を集中する
ことができる．習慣は第二の天七lであるがその重要性からみれば天悩以上のものである．教育は，
行勁の為に行われるものであり，そして，習慣は行動を構成する素材であるから，教師はできるだ
け早くなるべく多くの必要な行動を機械的習慣的なものにし，児童の為に不利な習慣をつけないよ
うに注意しなければならない.‘
　習慣形成に関し, Jamesは五つの根本法則をあげた.
　（1）できるだけ，積極的な決意をもって新しい習慣に立ち向うこと一意志が強固である場合
は，新しい習慣の形式を阻む誘惑を常に肛1上し遂にこのような誘惑の生ずる機会をたち切ってしま
うであろう.
　（2）新しい習慣かしっかり身につく迄は例外の起るのを許さないこと一一例外は，たとえば苫心
して巻いた糸球をちょっと，あやまって手より落すようなものである.
　（3）決憲を実行に移す機会を決してのがさないことｰどんなに，情操が正しく，意志が強くて
も，これらを実行に移す実際的機会をつかまえなかったならば，その人の性格は少しも改善されな
いであろう.
　（4）児童に対して，言葉丈の説教や抽象的な訓話を行なわないことｰ-一実際の行動のみがよく一
挙に考え，感じ，実行させ，その有機的組織の中に良習慣を形成するのであって，説教や訓話はむ
しろ，無駄な重荷になる.
　（5）格別に必要もない事柄にも努力する能力を日々涵谷しておくこと一日々些細なことにも努
力を積み面:ねることは，恰も，保険金にも似て，その支払う当時に於ては何の役にも立たないが困
顛な事態に直面してよくその効果が明かにされるであろう.
　Thorndikeは後に, Jamesの習慣形成に関する法則を更に精細に規定し，これをすべての学習
に適用したのが，かの有名な三つの学習の法則Laws of Learning である.
　（1）用憲の法則（ＴｈｅLaw of Readiness)
　学習の出発点は，熱狂的で動機づけられたものであらねばならない.
　（2）練習の法則（ＴｈｅLaw of Exercise)
　結合が頻繁に反覆されればされる程その結合は強くなる.
　（3）効果の法則（ＴｈｅLaw of Effect)
　刺戟と反応との結合は，反覆練習によって強固になるか，同時に満足な結果に導く結合のみが強
力となり，不満足な結果に導く結合は次第に退化する．満足，不満足が大きければ，大きい程刺戟
と反応との結合か強められ又，弱められる．満足感あるいは安定感が学習の上に及ぼす影響は極め
て大きい.
　Thorndikeは，現代心理学的な学習法則の体系化と実地検証に於てJamesよりもより大きな貢
献と影響を与えたのである. Thorndikeの教育心理学は，周知の刺戟反応説(Stimulus-Response
Hypothesis)を基盤としたものである，この仮説は，特定刺戟は満足を与える条件の下に一定の反
応によって呼応されるよう体制化される特に，両者の開に結合（Ｂｏｎｄ）が創造されたことになる．
学習は，これら諸結合の構成の結果であり，それ故，発達は，これらの結合の増大，強化によって
行動の雛型（行動様式': Behavior pattern)が完成することに.よってもたらされる．学習は，すべ
て，連合的学習あるいは試行錯誤的学習であるので，教育は，このような迎合的学習を統制する作
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用である．望ましくない遺伝的行為の場合，教師は，その種の刺戟を抑制するかーそれとも，その
刺戟か素質的佞欧によって誘発された行為とは違った反応を換起するように神経組織を修正しなけ
ればならないのである．
　理想的な教授法は，それ故に児童の中に望ましい行動様式を生ずるように，その神経組織を変化
させる方法である.　　　　’
　Thorndikeは．彼の方法論の発展に際して, (1)自己活動の原理と（2）統合の原理と（3）動機づけの
原理の綜合精緻化を計‘つたのであるトごしかしながら，この従来の主張の精密体系的な規定ととも
に，新たに個人差の原理を第四番目の重要な原理として取り上.げ，現代の学習心理学の体系にｰ一つ
の基礎を与えたのである．　　－　　　　．
　発達主義の教育思想はj児童とその発達を中心的要素と考えるから，それは他のどの分野よりも
教育方法論に研究の重点をおいた．即ち，教育の他の分野はすべて方法論に従属し，これから派生
した第二次的の問題として，収扱われたのである. -PestalozziからFroebel,更に, Hallから，
Thorndikeにいたるごの期間は実に近代学習心理学の発達を，その特色とするもので，今日の学
校教育における方法上の結原理は，概ね，この期間に発見され究明されたものである. Pesta】ozzi
からThorndikeにわたって発達主義の教育思想は，教育方法の五大原理を形成してきた．ご
　　〔口活動（自|己活動）の原理
　　（1）心理学的基礎一学習は刺戟に対する児童自身の反応から生ずる.
　　（2）教育方法上の法則一児童の活動を正しい方向に導くこと．
　　〔２〕動機（興味）の原理　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　（1）心理学的基礎一学習の強度は興味に依存するヽ．　　　　　　　　　　　　　　　　　．’
　　（２）教育方法上.の法則一誘発的環境を構成していろいろな興味を惹き起すこ･と．
　　〔３〕統覚（類化）の原理　　　　　　　　　　，
　　（1）心理学的基礎一学習の本質は過去の経験と現在の精神構造に依存する.
　　（2）教育方法上の法則－いろいろな刺戟を児童の経験と精神的傾向に適応させて提示すること
　　〔４〕個性化の原理　　ダ　　　　　　　　　　　　　ご
　　（1）心理学的基礎一学習反応は能力の個人差によって規定され制約される.･
　　（2）教育方法上.の法則一教授を個人差に適合させること．
　　〔５〕社会化の原理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚
　　（1）心理学的基礎－すべての学習は「人間は訓でも単独で生活しているものではない」という
　　　　　　　　　　　社会的関連を含む.
　　（2）教育方法上.の法則－ずべての学習反応は自然の社会的な場の中に展開すること．
　以上の諸原咽1は，あらゆる教授事態に即ちあらゆる教授段階とあらゆる教授類型に普遍的に適用
できるものであって，こうした原理応用の教授あるいは学習指導は技能学習，鑑賞学習，合理的理
論構成のための学習をとわず√有数で生徒の発達が期待され得るものである.
　〔教育内容〕　　　‥l
　心理学重視の発達主義者の教育理論の明白な影響結果の一つはCurriculum,特に小学段階の
Curriculum領域の拡大ということであった．勿論，現代教育課程のより近代的教科群の若干のも
のは，彼らの教育観によっては規定されつくされ得ないものであったし爾後の新教育運動の結果も
たらされたものも多かったのであるが，彼ら発達主義者が発達さじたCurriculumはそれ迄のカ
リキェラム実践のいかなるものよりも遥かに拡げられたものであった．そこでは従来の教科のある
ものは，今やそれが同一の教科とは，殆んど見分けら･れない程にその性質が著しく変化してきた．
先づ. Pestalozziは初等教育の本員的要素は，数（量j　と形（翰廓ｙと名（言薬) (Number,･
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Form, Language)の三者であると考えた．彼は，教材はすべてこの３つの要素部門に分類される
と主.張したのである．しかしながら，教育実践において，ペスタロッチ学派は，ペスタロッチの教
育理論に従って，各教科内容の修正を加えながらも，小学校のカリキェラムに尚，相当数の伝習的
教科をそのまま存置したのである．ペスタロッチ学派が，問答法を中心にした実物授業を強調した
結果，特定の学科が他の学科よりも特別に強調され，その学科は性格においても著しくヽ改善･をみた
のである．
　そうした学科としては，算数，地理，初等理科，国語をあげることができる．単純から複雑へ移
行するというペスタロッチの原理の極端な固執（応用）の結果とし,て，他の学科はむしろその発達
を阻害された．実物授業(Object Lessons)の教授とのかかわりにおいて，ペスタロッチ学派は，
自然に，理科の教授において，後に用ひられた多くの素材を用ひたのである．実物授業は後の，
Elementary Science につながる性格のもので，後のNature-Studyは違った性格のものでずっと
後に工夫されたものである. 'Pestalozziの提唱した実物授業（Ｔｈｅ Object Teaching)は，初期
の間は，むしろ，形式に拘わらない自由な性格のもので，教師は児童の直観表象の範囲を拡大し，
そして，言葉表現の基礎を提供するために，児童の環境にみられる普通の日常事物の利用をする授
業であった．しかしながら，後になって，この実物授業は次第に科学的のものとなり，極艮:に体系
化されたものとなった．化学標本，鉱物杷木，植物標本，勁物標本，理科標本の蒐集物は，それら
を科学的用語で記述することを学習しなければならない児童によって観察に利用されたのである．
更に後となって，特に英米のペスタロッチ学派においては，初等理科の授業は中等学校における高
皮の学科としての理科や科学史の緊要な準術とみなされたのである．ペスタロッチ学派の影響によ
って徹底的なカリキェラムの学科内容改訂を受けたのは地理が第一であった. Pestalozzi以前の地
理は，諸事実を論理的に百科全摺:夙にまとめた単なる摘要であった．ペスタロッチ主義の発展以後
においてもこの百科全包:型式の地理は，多くの地方で依然として圧倒的であった．そして，今日の
アメリカの地理においても，この名残りが見出されることも少くはないのである．天文学資料，物
理学資料，政治資料，などのあらゆる種類の資料を含んだこの種の事実地理を普通問答形式で，生
徒たちに提示された．生徒たちは，諸定義，統計，境界，首都，生産物，輸出入品，人口等を習得
した．そして，教師は，生徒がこれらの暗誦した諸事実をロ頭発表するのを闘いたのである．
　ペスタロッチの実物授業の地理教育への応用は，すべて，このような地理教育の在り方を一変さ
せた．自国地mの新しい研究が複雑から単純へ，既知から未知への原理に立脚して地理教育に導入
された.
　Karl Ritter（ドイツのPestalozziの門弟）は，その当時の政治，統計中心の地司1を，人文地理
に強訓点を推移し，戸外観察と地勢の研究に多くめ注憲を向けさせることになった.
　Massachusetts State の教育委員会の教育内容指導に米国にきたRitterの門弟のArnold Guyot
は，ペスタロッチ主義の地理教科書を書いたが，その目的は，彼によると青少年に自然の地勢を生
彩のある絵画説明を附加するにあった. Francis Ｗ. Parkerは地理教授法で. Alexis Frye は地
理教科書シリーズで，初期の時代のペスタロッチ主義の内容に改善を加え，現在の形態に近かづけ
た．ペスタロッチ主義の教育思想の結果として，非常に改善された第三の学科は. Arithmeticで
あった. Pestalozzi以前の算数は，定理，公理の暗誦，それの応用による例題解答作業といった形
のものであった. Pestalozziは，諸事物の計測に結びつけられた迅速にして知的な計算をともなっ
た過程に当時の無憲味なことばの反覆暗誦を代替せしめんとした．
　彼はに現実的な数観念の発展は，具体的な事物などを計算したり，測定したり，組分けしたりす
ること，まとめることによって達成されると考えた．この種の知的な算数は，ペスタロッチ主義の
学科で，アメリカに導入された最初のものであった．ワレン，コソレづ一ン　Warren Colburnは，
数学における，ペスターロッチ主義による方法をアメリカ限紹介した．　即ち，精神的数学(Mental
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Arithmetic)といわれるもので，数の概念は，その初めは感覚的対象の観察によって真に得られる
ものであるから教科書によって，了解(Understanding)せずして理解(Comprehension)と記
憶との学習に馴らされている子どもの学習において起こる抽象的学習法の誤謬を防ごうとするもの
であった．この目的をもって，彼は「ペスタロヅチ法における最初の数学課業(First Lesson in
Arithmetic on the plan of Pestalozzi」(1821)という名著を公にしたか，この著は, Pestalozzi
主義の普及に大いに役立っている．すなわち，この頃から，実物教授Objective Method や口
頭教授べOral Method)が教育者によって使われ始めたのであった. Pestalozziは，彼のOral
Lanquageを教育課程の顕著な特長の一つにしたのである．即ち, Pestalozziは，口頭授業(Oral
Language Lessons)を授業に導入した最初の人であって，これは近代初等カリキェラムの注目す
べき側面となったのである．このロ頭授業においては，児童は事物（庶物）の観察によって，感覚
表象を充分に受容した後に，自分たちの経験したものを口頭発表することを奨励されたのであるご
このため，国語の授業はi従来の教科書の中の文字言語の再現よりは，むしろ感覚的経験に基づい
yこ自由な口頭説明か中心となり，正しい話しこ’とばの用語が文法の形式的な規則に替って強調され
るようになった．習宇，図画，音楽は，自由な表現のための機関（用具）としてのロ頭言語(Oral
Language)とともに，ペスタロッチによって発展されたのである．ペスタロッチは，習字，図画，
音楽の学科を直観主義のCurriculumにおいて，他の教科と対等のものに位置づけ，その発展に
努めたか，不幸にしてに彼の簡単から複雑への教授原理によって，歪んだ影響を蒙ったのである．
これらの表現教科を要素に細分化して，論理的に生徒に提示しようとつとめた為に，それらは機械
的な生彩を欠いだ効果のない仕方で授業されることになっ･た．これらの表現教科においてすら，そ
の学習の出発点は，線，曲線，筋肉運動のドリル学習であった．
　この時代の図画の授業の場合，生徒は数年間，角度や幾何図形や形態について, Drillを求めら
れた．音楽の場合は，数年間は，音符，音程，音調のドリルを強ひられた．学童は観念の現実的な
記述，絵画の現実的な描画，歌唱の現実的唱歌にうつる遥か以前に彼らは，･これら学科の訓練に全
くつかれ果てていた．
　近代教育心理学者が，われわれに成人にとって単純なものは必ずしも児童にとっ･て単純ではない
こと及び完成した学者にとって論理的なものは，児童にとって必らずしも論理的でなく，それ故，
論理的なものを堕理したものが児童に心理的でないということを教えてくれたのは実は，近年に入
ってずっと後のことである. Pestalozziは読みの指導にかんする限りはAlphabetのdrillに始ま
りSyllablesとWordsの縦習実践にうつり，更にPhrasesとSentencesの練習実賎につとめ
るという，伝習的な仕方で,･指導を続けることに満足していたのである．近来は教育心理学者の研
究実践の結果，句，文章の如き要因は，児童にとって最も単純な要因であり，こうした要因の読み
の教授から始めることが望ましいとされる．算数すらも，後のペスタロッチ学派の’あやまった原則
論に大きく影響されたのである．ドイツ人のGrubeは算数を，さまざまの要因に分析還元し，そ
れらの教授に烈しいドリルの数日をあてたのである．不幸にして. Grube ’の考えは.St. Louis
Public Schools の教師のLouis Soldan によって，アメリカ合衆国に導入された．そして，この
Grubeの算数理論は，19世紀の末広く行きわたったのである. BurgdorfとYverdonのPestalozzi
の晩年の活動においては，手工業教育，農業教育の教授活勁は，かなり大きな比重を占めていたの
である．しかし，現実にはPestalozziは特にこれらの職業生活に必要な技能活動を職業準備の形
式として強調したのではなかった. Fellenbergの施設においても，手技的活動を自助の技術以外
の目的に利用したのである．．
　技能的教育の目的は，衣食の資に対する技術的教育よりは，もうと深いところにあり，人間性発
達の手段として諸能力の調和的発達の一部分として重視されたのである．アメリカにおける初期の
手技教育迎動や小学校の手工の多くは，こうした思想に基づくものであって，真の職業指導は別な
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画から，ずこっと後になって合衆国の諸学校に入ってきたものである.
　Herbartは，教授の諸内容をがの興味説の視点で以って要約した．即ち，すべての教材を人間の
類型的な興味に基づいて逃択し分類したのである. Herbartによれば，人間の興味は２つの資源か
ら引き出される．即ち，第一は自分の環境の現実的な事物あるいは感覚的印象と第二は他人との接
触あるいは社交である，それ故Herbartは，教育内容は興味の類型から，日理科，数学，美術等
jの客観的自然界に閔するものとに分類される．これらの教科が相互に調和して有機的関連において
教授されるところに始めて，多方興味が喚起され，その結原強固な道徳的意志が確立され，統―的
人格が形成されるのである．ひるがえって, Pestalozzi及びその門下が強調し発展さしたのは，こ
の,うち，主として第一群に関するものであった．第二群の中では，話言葉COra川anguage)だけ
がPestalozziによって取扱われたにすぎない．従って，歴史，文学，宗教等を主要な教科として
カリキュラムに導き入れることがHerbart及びHerbartianに残された課題であった.
　Herbart自身は，中等学校の言諮，文学，歴史の学科に自分の理論を適用することを主要関心事
とした．しかしながら, ZiUerは児童の追徳を発展させる手段として，ヘルバルト法の歴史,と文学
の価ｲ直を高く評価していたので，歴史と文学の物語素材(.Story-Material)を初等カリキュラムの
内容の基底とした．
　ヘルベルト学派は，好ましい良き人間関係と善良な市民性の育成に極めて重要な学科として，格
肘に歴史を優先させたのである．アメリカのヘルバルト学派の影響の結果として，歴史と文学は，
初句教育課程の中で重要な学科となったのである．アメリカ合象国において，従来，アメリカ史の
学科の学習を通じて，国家的愛国心を涵養することを唯一の目的として上級学校にのみ限られてい
たのであるが，ヘルバルト主義の移動とともに，すべての学校の必須教科として更に他の国々から
の資料をとりあげることによって，それは，単に愛国心にとどまらず，社会的，道徳的心情を培う
ことを目的とするにいたった．
　文学についても同様で，文学は従来表現のための典型としてとりあげられ，しかも選択された僅
かな古典の学習に終っていたが，今や，アメリカにおいて，それは児童文学の全領域から取材して
その道徳的，美的価値の故に教授されるにいたったのである／
　FroebelのCurriculumはActivity Curriculum であった. Froebelの教育内容は自己表現の
すべての種類の活動からなりたっている．彼は，言語は自己表現が起きるもっとも最初の，そして
最も基本的な手段であるとなして，これを特に重視した．彼は，言語はすべての他の教育活動に随
伴せねばならないと信じた．従って，言語，唱歌，身振り，構成活動の一斉の発展がみられねばな
らないと主.張した，彼は，図画，リズム(Rhythm)を言語と同様に表現に緊要不可欠なものとみ
なしていたので，学校カリキュラム活勁に図画，リズムを組み入れ駿のセある，手工(Handwork)
は，表現の機会であり，直観表象を深化する手だてでもあり，手を通して精神の陶冶をなすもので
あるとみなされた．自然研究（理科) (Nature Study)は従前のように分類された標本の勉強を
行うのでなく，動植物の成長発育の勉強というかたちのものとなった. Froebelは，遊戯を幼児に
おけるlll己表現の最も自然な最も価値のある形式と考えた．「遊戯は，内なるものの自由な表現，
内的な欲求の必然にねざす内なるものの表現である」，すなわち，幼児の遊戯は，単なる遊びごと
ではなくして，内的生命（神性）の表現として純粋に精神的な意味を有する. Froebelが遊戯に重
大な教育的価値を認めたのは実にそれが単に個々の機能斎練磨したり，身体の健康に役立つばかり
マなく実に全人の表現として知的，社会的，人格的意味をもつ点に存する．彼は，彼の遊具【Play
Materia】s）を系統的に組織化し，それらをGifts C恩物｀）とOccupations C手技卜と名づけた．
こ,れらは，漸進的に発達させられ，工業化させられ，学校目的のために教育遊具として市販され
た／そのような，遊具の素材には，ボりレレ球体，立方体，円筒，枠に折紙等夕が含まれた，すべ
てぺれ卵ものは,雌の訣旧派錆の朧鮒であった
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　Froebelは体系的に唱歌及び迎動を織りこんだ協力遊びと，集団遊戯の多種多様のものを考案し
発展さしたの.である．近代カリキュラムに対するFroebelの貢献は実に大きい．われわれは，彼
のSymbolismに全面的には賛戊することはできない．例えば，すべての恩物を自然現象の象徴と
して構成し，このような遊具を取扱うことによって幼児がその中に神的生命を直覚的に把握すると
いうような考え方には多くの難点が含まれているであろう．しかし，彼が活動カリキュラムの新生
面を開拓した功績を否定することは許されない．特に，幼児教育にもっとも価値ある教育素材―遊
戯，迎動，唱歌，恩物などを導入して，カリキュラムを豊かなものにした功績は特筆されなければ
ならない.
　ＨａＨは，特に児童の発達の段階という観点から，カリキュラムを組織することに大きな影響を
与えた発達主義者である.
　－･　幼児期
　幼児教育は，幼児自身･の身体を利用することから始まる．この期間は，歩くこと，話すこと，そ
の仙，慰安及び自己保存に不可欠な運動の訓練にあてられる．
　二　児童期
　感覚的観察と直観表象の諸活動を通して各種器官の訓練に努力が集中される．感覚的活動は，児
童が適切な段階に到達する時に，想像的活動にとってかわられる．神話を読むことや詩的幻想に浸
ることがすすめられねばならない．そして児童の想像は，縦と横に過去と世界全体に広がらなけれ
ばならない．装するに想像力の|白|由な発達が重要である.
一三　少年期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　一一
　少年期は統合された社会に適応するために必要な基本的な習慣を習得する練習，記憶，体制化に
充てられる．この段階では，教育内容はいわゆる日常生活の緊要な諸習慣いわゆる諸常規(Rudi-
ｍｅｎtS）からなりたつ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　四’青年期
　文明社会のあらゆる文化財から選ばれた諸学科の習得に専心することによって，自然界，人間界
の全体を感得し理解する段階である．
　JaｍeｓとＴhorndikｅの指導の下に，力勣的な心理学者（行動心理学者）はＨaIＩと同様に発達
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　（2）自然及び人間生活の一般法則についての理解と最も賢明で最も善良な人々の意見についての
理解
　（3）諸種の表現技術の効果的な利用の技能
　（4）芸術及び科学に対する関心と直接に経験する人生及び文学に描写されて･いる人生に対する興
味
(5)
????
??
??
克己，正確，着実，論理的思考等の諸能力，技術的実践的技能，協力心，指導力
自制，廉恥，勇気，正義等の習慣
青年にふさわしい理想と情操
　　　　　　　　　　　　The psychologfical control 6f child development
　; While the nationalists were engaged in the organization of educational agencies that
would be effective in　the attainment of　their national　ideals, a　group of　thinkers　and
teachers･ in the late eighteenth century and throughout the nineteenth century. concerned
themselves with the reform of the educational process itself, so as to bring it more in
accord with the laws of human deve】opment. This movement is usually called the“psy-
chological” movement, since it concerned itself primarily with the nature of the mind and
its workings. It was based upon ａ“Child･centered” point of view, and all its results grew
out of ａ careful study of　the child. The movement　was greatly stimulated, especially in
its later　stages; by　the　theory of　evolution, as　developed by Lamarck, Darwin, and
Huxley ； and for that reason it is sometimes designated by the term “evolutionism”.
　Since, however, the chief characteristic of the movement is　the belief that education is
ａ control of　the development　of　the child　from within instead of an　imposition　of adult
standards from without, we prefer to use　the term “developmentalism” to designate　this
very important and influential movement in modern education.
　The influence of developmentalism was felt first and foremost in the elementary school.
The psychologists gave most･ attention to the study of the young child and to the primary
years of the child's development. Since education was ａ process of development, the earliest
stages in this development were of greatest importance. As ａ result of this emphasis upon
early growth, elementary education supplanted secor!dary education as the chief interest of
those concerned with educational thinking practice.
　The reforms in educational procedures resulting from　this psychological movement were
confined for almost ａ century to the elementary schools.
　The phases of the movement to which we should give most attention are :
　　　（Ｏ　Pestalozzianism
　　　(2) Herbartianism
　　　(3) Froebelianism
　　　(4) The child study movement of G. Stanley Hall, and
　　　（5）Ｔｈｅdevelopment of modern educational psychology under the leadership of William
　　　　James and Edward Lee Thorndike.
　Pestalozzi, Johann Heinrich (1746-1827) Pestalozzi was　born　in　Zurlich, Switzerland,
and received ａ careful rearing in　ａ good home　environment. His mother. although left ａ
widow when he was only five years old) was able to send him through the Latin school
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and to the university of Zurich. As ａ youth he became greatly interested in the conditions
of the poor Swiss peasants. Influenced by his grandfather･ ａ pastor in ａ near-by town･ he
studied for　the ministry, but soon considered himself a failure in that career. He then
studied law to prepareﾚhimself as a champion of the down-trodden masses.　His revolutionary
ideas brought him into conflict with the government, and his usefulness as ａ lawyer was
at an end. In 1769, he bought　ａ farm. which he called “Neuhof". Here helaunched an
experiment to improve the conditions of the Swiss farmers through education. He had read
Emile and had tried to bring up his young　son according　to Rou-sseau's　principles of
naturalism. The ｅχperience convinced him that these principles needed some modifications
in practice ；　he therefore　took into his　home　ａ group of ragged, vagrant　children and
attempted to give them instruction in the rudiments and in religion and morals) while they
supported themselves by industrial work under the influence of ａ good home environment.
The experiment was an educational success but a financial failure and had to be abandoned
when the reformer became bankrupt. In 1781, Pestalozzi wrote　his great　didactic novel,
Leonard and Gertrude, ａ book that ranks among the educational classics. Mu･ch later he
published a sequel, How Gertrude Teaches Her children. In these books he expounded his
educational ideals and described the methods by which they were to be realized. In 1798,
Pestalozzi　was given　the opportunity to turn from　the pleasant task of theorizing　about
education to the more thrilling and di伍cult task of practising it. The　government　asked
him to establish a school in an old convent at stanz and entrusted him with the task of
educating about eighty children orphaned by ａ war massacre. Here he began his ｅχperiments
in educational　method which were later　continued ａ　Burgdorf, where he first acted as
assistant to the head teacher in the village school and later established himself in a school
of his own. With several loyal　and efBcient　assistants he　continued his　eχperimentationj
and was able with the aid of roluntary contributions and government　subsidies to open an
institute for the training of teachers in his new methods. In 1805, the institute was moved
to Yverdon, where　for　twenty years ihe continued　his experimentation and　the teacher-
training work begun at Burgdorf. As the fame of the institute at Yverdon spread, students
and visitors were　attracted from other countries･and the pestalozzian philosophy and
methods were carried to other nations, particularly Germany, France, and the United
States.
　Pestalozzi's object teaching was the beginning of an important and influential movement
in modern education. The chief characteristic of the movement is the belief that education
is ａ control of the development of the child from within instead of an imposition of adult
standards　from without. It is primarily concerned with　the psychological　control of the
psychological control of the development of the child.
　Pestalozzian Aims
　;VJPestalozzi's ultimate goal was the social regeneration of humanity. He said that his
sole aim was to stop the sources of the misery in which he saw the people around him.
　“Ilived like ａ beggar”, he writeS)“in order to learn how to make beggars live ｍｅｎ".
He　desired　to　ameliorate the　dりperate　conditions　under which humanity　existed, but
instead of depending upon new forms of religion, new　types　of government) or new
systems of economic organization･ he turned to education for his solution of this age-old
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　problem. He believed　that the　only way　to change　society for　the　better　was　through
　changing the individuals that make up society. Pestalozzi believed that the genuine reform
　of society must begin with the elevation of the individual, and that the individual can be
　elevated only by putting into his grasp the power of helping himself. The only sure means
｀ｏｆattaining the end sought is through the process of development. Although his aim is to
　secure　ａ happier and　more virtuous　life for　every individual, the　process　by which　he
　hoped to bring about　this desired end ｗａs“the natural, progressive, and harmonious
　development of all the powers and faculties of the human being”･
　　These powers lie dormant　and latent in every child, merely awaiting an opportunity to
　unfold ； education　must　furnish　the opportunites　for their　unfalding.　Pestalozzi　likes to
　con！pare the education of the child with the development and growth of a plant. He writes>
　“Ｍａ“･formed from the dﾘst of the earth, grows and ripens like　a plant rooted in the
　soil.”Pestalozzi's main purpose was to discover the natural Law underlying the development
　of the head, heart, and hand of the child. Education is to provide the conditions under
　which this development can take place naturally and harmoniously. These ideas of Pestalozzi
　mark a striking change in aim. In the schools of　his day, teaching meant　the　giving of
　information.　To Pestalozzi it meant　the development of　the child in　accordance with his
　inborn faculties.
　　　〔Pestalozzian curriculum〕
　　la general terms. Pesta】ｏｚｚ･ibelieved that the essentia】elements of an elementary education
　were language, number, and form ； all the materials of instruction could be brought under
　this three-fold ｃ】assification.
　　In　practice, however, the Pestalozzians retained　the traditional　names of　the　various
　subjects in the elementary curriculum. Some of　the subjects were changed for the better
　and some were not, but all came under their influence to ａ greater or lesser extent･
　　As　ａ result of　the Pestalozzian　emphasis　upon　oral　object　teaching･certain　subjects
　　(arithmetic, geography, elementary science and language) were　emphasized much more
　than others, and were greatly improved in character. As ａ result of the extreme application
　of his princip】e of proceeding from the simple to the complex, other subjects (drawing,
　music･ reading, and writing) did not fare so ｗel】.
　　In connection with the teaching of“object !essons”，Pestalozzi and his fo］lowers naturally
　made use of many materials used later in　the teaching of　the natural sciences. However,
　they usually designated such instruction by the term “object teachingバthe phrase “elementary
　science” coming　into use later, and the phrase“nature-study”still more recently, The
　object teaching was at first of　ａ rather informal nature, the teacher making use of the
　common objects　in the children's environment in order　to enlarge the scope of their
　impressions and provide the basis for language expression. Later, however, this objective
　teaching became more scientific and highly systematized: Collections of physical, chemica］，
　mineralogica】･botanical, and ＺＯＯ】ogicalspecimens were made available for observation by
　the children, who　were required t０learn　to describe them in scientific terms. Stil丿ater,
　especially among the the English and American Pestalozzians^ these lessons in elementary
　science were looked upon as essential preparation for the advanced study of natural science
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and history in the secondary schools｡
　No subject in the curriculum was more completely changed by the Pestalozzian influence
than geography. Before the time of Pestalozzi, geographies were mere compendia of facts.
arranged in ａ logical encyclopedic manner. Even after the development of Pestalozzianism,
this dictionary-encyclopedic type　of geography continued to　be taught　in most　localitiesj
and　it is not uncommon　to find traces　of it in　our geographies　to this　day. This fact-
geography　involved the　memorizing of　ail kinds　of astronomical, physical, natural, and
political data, usually presented in ａ catechetical, or quest ion-and･answer, form. The
pupile learned　definitions, statistics, boundaries, capita】s. products, export and imports･
populations･ ｅtｃ･and the teacher listened to the pupils ｒｅＣ‘ite　thesem morized facts. The
application　of oral　object teaching to　geography changed all this. A new study of home
geography was introduced, based on the principle of proceeding from the simple and known
to the complex and unknown｡
　The　third subject　that was　greatly　improved as　the resulトof Pestalozzian　theory was
arithmetic. Before Pestalozzi, arithmetic involved "figuring” on paper, and was commonly
known 9s “ciphering”.　Rules were memorized ａｎｄ“examples” worked according to these
fixed rules. Pestalozzi replaced such processes with rapid mental calculations in connection
with the counting and measuring of objects. He tried to develop real number ideas instead
of　meaningless　words　about　numbers. These number　ideas　were　gained　by　counting,
measu石ng･grouping･and arranging concrete objects) lines> etc｡
　This type of arithmetic was popular down to the end of the nineteenth century｡
　Pestalozzi made oral language one of the outstanding features of his curriculum. He was
the first to introduce the oral language lessons which have become such ａ prominent phase
of our modern elementary course of study. The children were encouraged to tell what they
had experienced after they had been filled with sense impressions through their observation
of objects｡
　Thus language came to be ａ free oral description based on sensory experience rather than
ａ reproduction of words read in ａ printed text, and correctspeech usage came to be stressed
instead of the forma】rules of grammar｡
　ぺA'^riting,drawing･ . and music should have been devel&ped　by Pestalozzi along with oral
language as　agencies for free ｅχpression. He did　include these　subjects in　his course of
study, but　infortunately　they were　influenced　unfavorably by　his principle　of procedure
from the simple to the complex. Because of his attempts to reduce each of these subjects
to its elements and to present it logically, they were taught in ａ mechanical, lifeless, and
ineffective n!anner.　Children were started on learning to write by means of drills on lines,
curves･and　muscular　movement. In　drawing, years　were　spent on angles･geometric
figures, and forms. In music, children were　drilled on noteS) scaleS) and　tones. Long
before the children came to the ｒｅａ】writing of ideas･the real painting of pictures･the
real singing of songs, they were thoroughly tired of these subjects｡
　It is ｏ?ｙin recent years that our modern educational psychologists　have taught us that
what is simple to the adult is not necessarily simple to the child･ and that what is logical
to the fiaished　scholar is　not necessari】ｙ simple to　the child･and that what is logical to
the finished scholar is not necessarily 】ogica】to　the child　and therefore not　psychological
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】nIts arrangement･
　Pestalozzi, in so far as he　taught reading: was satisfied　to continue teaching it in the
traditional manner,　beginning　with drills on　the alphabet, and then　proceeding through
drills on syllables and words to phrases and sentences.
　Today we realize, as　ａ result of　the work of　later educational　psychologists^ that the
phrase　or sentence is the simplest element to the childj and we begin　the teaching of
reading with these elements. Even arithmetic　came　under the influence　of this mistakne
principle at the hands of later Pestalozzians.
　CPestalozzian Methods.)
　Pestalozzi based all his method upon the principle of pupil　activity. There were　two
steps in his procedureﾀ　impression and expression, and both of these must be carried on
by the child himself.
　Pestalozzi said,“Sense impression of nature is the only foundation of human instruction)
because　it　is･ the　only　true　foundation of human knowledge. " He　believed　firmly　that
observation must be the basis of al】instruction. For this reason his instruction of children,
especial】ｙin the early stages; consisted largely of having　them observe, count) analyze,
and name objects. He made use of the object-lesson, where learning comes through sense
experience rather than through words. He insisted on oral　teaching　of all subjects.　The
child was not to learn from ａ book ； the teacher was not to hear　the child　recite from　ａ
book. The child's　ｅχpression activities　must come from　the impressions gained from the
observation ｏ卜actual objects.　Language expression･both oral and written･ must grow out
of the observation of objects presented to the various senses of the child. Moral expression
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　Pestalozzi abandoned　the older deductive methodsj whereby　teaching began with rules
and abstractions, for the inductive methods) whereby children began with simple elements
of experience　which　they　combined into　larger　ｎ!eaningful　ｗho】es. He　recognized　the
principle that learning must proceed from the known to the unknown! which to him meant
from from the simple to the complex. He bitter】ｙcriticized the then prevalent method of
　“teaching　the unknown by means of　the incomprehensible".　He reduced all subjects to
their simplest　unanalyzable　elements Clheir ABC's), and　then taught　these　subjects　by
carefully graded steps.
　Nothing was to be learned which was not　readily understood ‘and easily mastered. The
application of this principle to the teaching of reading, drawing, and music has not been
very effective, but　its　effect upon the　teaching　of　arithmetic;】anguag, geograpy, and
elementary scienc has been most praiseworthy.
　The principle　that formed　the core of　the Pestalozzian method was　that of　proceedieg
from the concrete to the abstract, from ihe particular to the general.
　He protested vehemently against　teaching generalized ideas to　the child in　the form of
meaningless words, and insisted that the child must express his own ideas as the result of
the impressions gained from concrete observation　and experiences. Pestalozzi's great con-
tributions to the new educational methods ｗｅ皿:(1) the study of real objects (2) learning
through the various senses, (3) individual expresがon of ideas. One of his limitations was
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that his efforts were spent largely in the perfecting of the elementary steps of instruction.
The second was that he knew nothing about the psychological control　０ｆmental organiza-
tion,　of　what went　on in between impression　and expression. It was along these lines
that his disciple, Herbart, was to make his great contributions.
　Pestalozzi was opposed to the harsh, brutal discipline　which for ages　had characterized
the schools, and tried to substitute for it a discipline of sympathy and love. He wanted to
reproduce as far as possible the atmosphere of ａ good Christian home, gentle and refined.
When ａ father visited his school ａr!d said> “Why, this is not ａ school, but a family”，
Pestalozzi was very much pleased. His discipline of “thinking love” was ａ natural outgrowth
of his conception of education as the development of the child rather than the pressing of
the child into molds of adult behavior.
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